








��������������

��

��

�W>/>,�G7Ÿ8¼�������$���  6�Ù�[���‹�K�S�.�•�b �+�,�' �Û�–�º�º�Û�µ�É�����%>'� �¥���‹�b�û3¶�b�È5Ÿ!I�\(ø

�¥)z�Û�–�º�����&>'0Y#ë�b/¤!I�W�[�”�‰�M�•�Ÿ�±�Ÿ�¶�¿�����'>'�������� �º�b�  6�Ù�[�Û�–�º�º�Û�µ�É�_8Õ

�¶�K�S�•�È�º�Ò�©����

� � � �

��������������

��

��

�W>0>,�]��#ë�[�G7Ÿ�K�S�•�È�º�Ò�©�����$�í�%��0Y#ë�[�G7Ÿ�K�S�•�È�º�Ò�©���œ�«>8���� 
H�
�Ó�«>8���� 
H����

�«�£�î�Ý�Â�î�c �� 
I�����&���”�Ï�–�Å�ª�œ�Ã�î�¡�Å�ª�±�î�­�å�±�î�_�Z �������� �º�_8ë*ñ�Ž&g�K�S�•�È�º

�Ò�©>&�È�Ì
ƒ(Ö��
×%?�f�j>'����

-31-

32500272_samani_kiyo5#honbun#1-100.indd   3132500272_samani_kiyo5#honbun#1-100.indd   31 2025/03/21   11:18:552025/03/21   11:18:55



【論文】 

- 31 - 
 

様似町におけるオオカマキリの採集記録について 

（Collecting Record of Praying mantis (Tenodera aridifolia) in Samani, 

Hokkaido, Japan） 

  

榎本 尊 1・澤井 日出晴 ２・猪股 拓也 ２ 

（Enomoto Takashi1, Sawai Hideharu2, Inomata Takuya3）  

 

１．はじめに 

オオカマキリは北海道、本州、四国、九州、奄美大島やその他多数の離島に生息する（大島ら 2023）。

北海道内におけるカマキリの記録は南西部を中心に多く、オオカマキリは道南を中心に定着している

(前田 2000, 山本 2008, 小川 2013, 坂田 2013, 大井 2017, 佐藤 2021)。近年、オオカマキリの生

息地は拡大しており、2023年には夕張市で初めてオオカマキリが採集された（北海道新聞 2023）。日

高地方における正式な採集記録はないが、日高町や厚真町での5年以内の目撃情報は確認できている。

1971年発刊の浦河町史上巻では町内に分布する昆虫として「かまきり」が掲載されているが、詳細は

不明である。 

様似町では 2023 年と 2024 年に様似川西岸の河畔林や住宅脇から複数のオオカマキリが採集され

た。様似町におけるオオカマキリの記録をまとめるとともに、侵入経路や影響について検討する。 

  

２．採集記録 

① 採集場所：北海道様似郡様似町栄町「自宅 風除室の窓」 

採集日時・採集者：2023年 9月 6日午後7時30分 澤井 日出晴 採集 

齢期：終齢幼虫 

② 採集場所：北海道様似郡様似町栄町「アポイ火まつり倉庫」（図2A） 

採集日時・採集者：2023年 9月 8日（金） 村田 悠紀・猪股 拓也 採集 

③ 採集場所：北海道様似郡様似町栄町「自宅前の堤防の草むら」 

採集日時・採集者：2023年 9月 9日午前10時 30分 澤井 日出晴 採集 

齢期：終齢幼虫 

④ 採集場所：北海道様似郡様似町栄町「様似川左岸河川敷」（図1A,B,E,F） 

採集日時・採集者：2023年 9月 11日 14時 10分 榎本 尊 採集 

齢期：終齢幼虫（9月12日成虫に羽化、オス、様似郷土館に収蔵No 2023-1680） 

⑤ 採集場所：北海道様似郡様似町「道路沿いのフェンス」 

採集日時・採集者：2023年 9月 20日午前10時 30分  永坂 道 採集 

齢期：成虫 

⑥ 採集場所：北海道様似郡様似町栄町 「アポイ火まつり倉庫」 

採集日時・採集者：2024年 10月 16日  松尾 博都 採集 

齢期：成虫 

                                  

１．様似郷土館 ２．認定こども園様似町立幼児センター 
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採集品は様似郷土館で乾燥標本にし、④は様似郷土館収蔵、⑥は採集者の個人収蔵としている。 

 

３. 飼育観察記録 

 採集記録③の野外採集個体をガラス温室（25度）内で昆虫飼育容器にて飼育管理を行った。採集翌

日には成虫へと羽化し、その後は週１回弱らせたゴキブリ（レッドローチ、デュピア）を給仕した（図

1B）。羽化個体の後翅や前脚の形態的特徴からオオカマキリであることを確認した（図1E、F）。 

 

４. 教育現場（様似町立幼児センター）でのカマキリの活用紹介 

①①  昆虫採集 

  様似町立幼児センターでは町内での自然観察会「ジオ学習」を定期的に実施している。様似町の

学芸員が講師を務める場合もあり、榎本の担当会では2023年度と2024年度に計7回の昆虫観察会

を観音山、アポイ山麓ファミリーパークキャンプ場や様似川で実施した（認定こども園様似町立幼

児センター 2023abc、2024bc）。幼児センターでは「自然と親しみ 意欲と思いやりのある子どもの

育成」を教育保育目標に掲げ、ユネスコ世界ジオパークの町ならではの五感をフル活用したダイナ

ミックな遊びを展開している（認定こども園様似町立幼児センター 2024a）。採集記録②のカマキリ

は幼児センター周辺での散歩中に採集した。飼育中のカマキリの餌となる昆虫の確保も園児によっ

て行われた。 

② 飼育観察 

  2023年には採集したカマキリ4個体の飼育を幼児センター内で実施し、園周辺で採集した昆虫類

を餌として与え、観察した（図 2A）。産卵のためオスとメスを一時的に同居し、その後共食いを避

けるためメス単独での飼育をした。2 メスが産卵し、2024 年 4 月には孵化を観察した(図 2D、E)。

飼育を通じてカマキリの捕食、交尾、産卵、誕生とカマキリの生活史や生態を観察することができ

た。 

③ お絵描き・作品づくり 

  5歳児クラスでは、オオカマキリを観察し、昆虫の体の特徴を捉えながら作品作りに挑戦した（認

定こども園様似町立幼児センター 2023a）。2023年 10月には様似町中央公民館1階での作品展で公

開され、秋の昆虫採集や観察で気づいたことが多彩に表現されていた（認定こども園様似町立幼児

センター 2023b）。作品展ではカマキリ、トンボ、チョウの絵や工作物を展示した。カマキリの脚の

本数、鎌（前脚）、触覚、三角形の顔などがとてもよく表現されており、しっかりとした観察に基づ

く作品だった（図2C）。 

 

５．考察 

様似町で採集されたオオカマキリの由来については、人為的な放虫による可能性が高いことが分か

っている。2023年 12月 7日のジオ学習にて、枝に糸で固定されたカマキリの卵嚢を発見した（図2C）。

今回の様似町内で採集されたオオカマキリは非常に狭い範囲（様似川西岸の半径200m以内の範囲）で

採集され、成長度合い（齢期）の近い個体であった。町内のカマキリについては自然分布ではなく、

人為的に設置された卵嚢由来であると考えられる。昆虫の放虫はクワガタ、チョウ、ホタルなどで問

題となっている（藤井 2008、山野井ら 2016、田中 2017）。国内外来種の及ぼす影響や危険性につい

て、町内での講演会や企画展を通して教育普及を行う。 

カマキリは卵での越冬を行うため、様似町でのオオカマキリの定着は卵嚢の越冬の可否が焦点とな
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る。幼児センターで産卵した卵嚢は、一冬を外気温と同じ車庫内で昆虫飼育ケースに入れて管理した。

翌年春には室内での孵化が確認されており、様似町の野外での卵嚢による越冬は可能と考えられる（図

２Ｅ）。様似町は道内でも積雪量が少なく、冬が温暖な地域である（様似町 2024）。2024 年 12 月 12

日には様似川河川敷にてカマキリの卵嚢が野バラに付着しているのを発見した（図１Ｄ）。様似町内で

の繁殖が確認され、今後の生息数の増加が懸念される。オオカマキリの分布は道南地域を中心に定着

しており、温暖化の影響で道央地域での報告例も増えている（北海道新聞 2023）。現在、様似川周辺

の限られた範囲での分布だが、生息域が拡大した際には、在来の昆虫への影響は避けられない。特に、

アポイ岳には国の天然記念物であるヒメチャマダラセセリが生息しており、今後の生息域の拡大によ

っては対応が必要となる。定期的な分布調査を実施して、今後のオオカマキリの動向を記録する。 

自然観察を通して行う幼児センターでの学習においても、カマキリはいい教材であった。カマキリ

は昆虫の中でも人気の種として名前が挙がることも多く、東京都の２校での小学3年生への調査では

上位に名前が挙がっている（北村 1977）。捕食者-被食者の関係、食物連鎖、ハリガネムシのような寄

生虫など理科（生物）の教材としてもカマキリは適している（北村 1977）。国内外来種の危険性の注

意喚起が必要ではあるが、現場での教育資料としての価値は高いと思われる。 

本報告では全てのカマキリが日中の見つけ取りによって採集されているが、カマキリは夜間の光源

で採集される事例も多く報告されている（大島 2018、大島ら 2020）。著者の榎本は長崎県対馬にて４

個体のカマキリをライトトラップにて採集しており、今後は様似川近辺の街灯への飛来の確認も必要

である。 
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採集品は様似郷土館で乾燥標本にし、④は様似郷土館収蔵、⑥は採集者の個人収蔵としている。 

 

３. 飼育観察記録 

 採集記録③の野外採集個体をガラス温室（25度）内で昆虫飼育容器にて飼育管理を行った。採集翌

日には成虫へと羽化し、その後は週１回弱らせたゴキブリ（レッドローチ、デュピア）を給仕した（図

1B）。羽化個体の後翅や前脚の形態的特徴からオオカマキリであることを確認した（図1E、F）。 

 

４. 教育現場（様似町立幼児センター）でのカマキリの活用紹介 

①①  昆虫採集 

  様似町立幼児センターでは町内での自然観察会「ジオ学習」を定期的に実施している。様似町の

学芸員が講師を務める場合もあり、榎本の担当会では2023年度と2024年度に計7回の昆虫観察会

を観音山、アポイ山麓ファミリーパークキャンプ場や様似川で実施した（認定こども園様似町立幼

児センター 2023abc、2024bc）。幼児センターでは「自然と親しみ 意欲と思いやりのある子どもの

育成」を教育保育目標に掲げ、ユネスコ世界ジオパークの町ならではの五感をフル活用したダイナ

ミックな遊びを展開している（認定こども園様似町立幼児センター 2024a）。採集記録②のカマキリ

は幼児センター周辺での散歩中に採集した。飼育中のカマキリの餌となる昆虫の確保も園児によっ

て行われた。 

② 飼育観察 

  2023年には採集したカマキリ4個体の飼育を幼児センター内で実施し、園周辺で採集した昆虫類

を餌として与え、観察した（図 2A）。産卵のためオスとメスを一時的に同居し、その後共食いを避

けるためメス単独での飼育をした。2 メスが産卵し、2024 年 4 月には孵化を観察した(図 2D、E)。

飼育を通じてカマキリの捕食、交尾、産卵、誕生とカマキリの生活史や生態を観察することができ

た。 

③ お絵描き・作品づくり 

  5歳児クラスでは、オオカマキリを観察し、昆虫の体の特徴を捉えながら作品作りに挑戦した（認

定こども園様似町立幼児センター 2023a）。2023年 10月には様似町中央公民館1階での作品展で公

開され、秋の昆虫採集や観察で気づいたことが多彩に表現されていた（認定こども園様似町立幼児

センター 2023b）。作品展ではカマキリ、トンボ、チョウの絵や工作物を展示した。カマキリの脚の

本数、鎌（前脚）、触覚、三角形の顔などがとてもよく表現されており、しっかりとした観察に基づ

く作品だった（図2C）。 

 

５．考察 

様似町で採集されたオオカマキリの由来については、人為的な放虫による可能性が高いことが分か

っている。2023年 12月 7日のジオ学習にて、枝に糸で固定されたカマキリの卵嚢を発見した（図2C）。

今回の様似町内で採集されたオオカマキリは非常に狭い範囲（様似川西岸の半径200m以内の範囲）で

採集され、成長度合い（齢期）の近い個体であった。町内のカマキリについては自然分布ではなく、

人為的に設置された卵嚢由来であると考えられる。昆虫の放虫はクワガタ、チョウ、ホタルなどで問

題となっている（藤井 2008、山野井ら 2016、田中 2017）。国内外来種の及ぼす影響や危険性につい

て、町内での講演会や企画展を通して教育普及を行う。 

カマキリは卵での越冬を行うため、様似町でのオオカマキリの定着は卵嚢の越冬の可否が焦点とな
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る。幼児センターで産卵した卵嚢は、一冬を外気温と同じ車庫内で昆虫飼育ケースに入れて管理した。

翌年春には室内での孵化が確認されており、様似町の野外での卵嚢による越冬は可能と考えられる（図

２Ｅ）。様似町は道内でも積雪量が少なく、冬が温暖な地域である（様似町 2024）。2024 年 12 月 12

日には様似川河川敷にてカマキリの卵嚢が野バラに付着しているのを発見した（図１Ｄ）。様似町内で

の繁殖が確認され、今後の生息数の増加が懸念される。オオカマキリの分布は道南地域を中心に定着

しており、温暖化の影響で道央地域での報告例も増えている（北海道新聞 2023）。現在、様似川周辺

の限られた範囲での分布だが、生息域が拡大した際には、在来の昆虫への影響は避けられない。特に、

アポイ岳には国の天然記念物であるヒメチャマダラセセリが生息しており、今後の生息域の拡大によ

っては対応が必要となる。定期的な分布調査を実施して、今後のオオカマキリの動向を記録する。 

自然観察を通して行う幼児センターでの学習においても、カマキリはいい教材であった。カマキリ

は昆虫の中でも人気の種として名前が挙がることも多く、東京都の２校での小学3年生への調査では

上位に名前が挙がっている（北村 1977）。捕食者-被食者の関係、食物連鎖、ハリガネムシのような寄

生虫など理科（生物）の教材としてもカマキリは適している（北村 1977）。国内外来種の危険性の注

意喚起が必要ではあるが、現場での教育資料としての価値は高いと思われる。 

本報告では全てのカマキリが日中の見つけ取りによって採集されているが、カマキリは夜間の光源

で採集される事例も多く報告されている（大島 2018、大島ら 2020）。著者の榎本は長崎県対馬にて４

個体のカマキリをライトトラップにて採集しており、今後は様似川近辺の街灯への飛来の確認も必要

である。 
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図１．様似町で採集したオオカマキリ. A）2023年 9月 11日に様似川で採集した終齢幼虫. B）ゴキ

ブリを食す成虫個体（写真Aと同一個体）. C）火祭り倉庫周辺で発見した人為的に枝に固定された

カマキリの卵塊. D）2024年 12月 12日に発見した野外の卵塊. E, F）オオカマキリ成虫. 
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図１．様似町で採集したオオカマキリ. A）2023年 9月 11日に様似川で採集した終齢幼虫. B）ゴキ

ブリを食す成虫個体（写真Aと同一個体）. C）火祭り倉庫周辺で発見した人為的に枝に固定された

カマキリの卵塊. D）2024年 12月 12日に発見した野外の卵塊. E, F）オオカマキリ成虫. 
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図2．様似町立幼児センターの取り組み. A）園内でのオオカマキリの飼育環境. B）2023 年秋のアポ

イ山麓ファミリーパークキャンプ場でのジオ学習の様子. C）2023 年の幼児センターの作品展. D）

園内で産卵した卵嚢. E）孵化した初齢幼虫. 

 

【論文】 
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様似町で採集された注目すべき昆虫の記録Ⅰ 

（Records of notable insect species from Samani（I）） 

榎本 尊 1・田村 裕之2 

（Enomoto Takashi・Tamura Hiroyuki） 

１１．． ははじじめめにに  

 様似町は太平洋に面しているため、海洋性気候で夏は涼しく、冬は雪が少なく、北海道内でも温

暖な地域とされている（様似町 2024）。町全体がアポイ岳ユネスコ世界ジオパークに認定されてい

る（北海道新聞社 2018）。上部マントルの高温・高圧下でできた鉱物の化学組成や組織パターンが

良好な状態で保存された「幌満かんらん岩」、約 80 種の高山植物が生育し 20 種近くが固有種であ

る「アポイ岳の高山植物群」、日本で唯一アポイ岳周辺でのみ生息する国の天然記念物「ヒメチャマ

ダラセセリ」など特色ある豊かな自然に恵まれている（様似町 2024）。 

 潮見台にある観音山は、様似を一望できる展望台が山頂にあり、観光客や町民から人気のある公

園である(図2C)。晴れた日には様似漁港や親子岩、アポイ岳～ピンネシリを一望することができる。

山頂にはアイヌのチャシ（砦）があったとされており、アイヌの戦いの伝説も残されている（北海

道新聞社 2018）。公園内に 33 体の観世音の石像が安置されていることが名前の由来である。観音

山には春～秋にかけて様々な植物を観察することが可能で、カタクリなどの植物の観察地としても

有名な公園である（北海道新聞社 2018）。著者は様似町会所町の様似郷土館に勤務しており、昼休

みには車で5分ほどの観音山へ訪れ、天気のいい日を中心に昆虫調査を実施した。市街地に隣接し、

山林からは道路で分断されているものの、観音山では多数の昆虫類を観察できている。2025年には

帯広畜産大学の開澤氏によってヤスデ（Kopidoiulus longus）の新たな生息地として記録されてい

る（Hirakizawa & Yamauchi 2025）。   

本論文では2023年と2024年に様似町内で採集した昆虫の中から特に重要度の高い５種を紹介す

る。 

  

２２．． 採採集集結結果果  

①①  ヤヤママトトシシリリアアゲゲ  

これまでに北海道内では、3種のシリアゲムシが記録されている（鈴木 2015、中村 2019、中谷 

2022、中谷 2023）。1種目のエゾユキシリアゲは近年、北大雪の亜高山帯から発見された無翅の昆

虫であり、積雪期に雪上を歩く姿が確認されている（北海道レッドデータブック 2003、鈴木 2015、

中村 2019）。2種目のエゾシリアゲは元々、プライアシリアゲと呼ばれていたが、現在は関西以西

の個体群をプライアシリアゲ、東北～北海道に生息している個体群をエゾシリアゲとして区別して

いる（宮本・中村 2007、中村 2019）。全道で生息し、様似町内での生息も確認されている（図1C） 

ヤマトシリアゲに関しては、道内を分布に含まない文献も確認している（鈴木 2015、中村 2019）。

分布に北海道を含む場合は北海道南部との表記が見られる（鈴木・安藤 1987、大貝 2002）。近年の

記録では、2021 年と 2022 年に道東昆虫研究所の中谷氏によって標茶町シラルトロ湖東岸（温泉の

湧出する場所も多数存在）での多数の目撃と採集記録が報告されている（中谷 2022、中谷 2023）。 

                                  

１．様似郷土館 ２．アポイ岳ファンクラブ  

【論文】 
 

- 37 - 
 

様似町で採集された注目すべき昆虫の記録Ⅰ 

（Records of notable insect species from Samani（I）） 

榎本 尊 1・田村 裕之2 

（Enomoto Takashi・Tamura Hiroyuki） 

１１．． ははじじめめにに  

 様似町は太平洋に面しているため、海洋性気候で夏は涼しく、冬は雪が少なく、北海道内でも温

暖な地域とされている（様似町 2024）。町全体がアポイ岳ユネスコ世界ジオパークに認定されてい

る（北海道新聞社 2018）。上部マントルの高温・高圧下でできた鉱物の化学組成や組織パターンが

良好な状態で保存された「幌満かんらん岩」、約 80 種の高山植物が生育し 20 種近くが固有種であ

る「アポイ岳の高山植物群」、日本で唯一アポイ岳周辺でのみ生息する国の天然記念物「ヒメチャマ

ダラセセリ」など特色ある豊かな自然に恵まれている（様似町 2024）。 

 潮見台にある観音山は、様似を一望できる展望台が山頂にあり、観光客や町民から人気のある公

園である(図2C)。晴れた日には様似漁港や親子岩、アポイ岳～ピンネシリを一望することができる。

山頂にはアイヌのチャシ（砦）があったとされており、アイヌの戦いの伝説も残されている（北海

道新聞社 2018）。公園内に 33 体の観世音の石像が安置されていることが名前の由来である。観音

山には春～秋にかけて様々な植物を観察することが可能で、カタクリなどの植物の観察地としても

有名な公園である（北海道新聞社 2018）。著者は様似町会所町の様似郷土館に勤務しており、昼休

みには車で5分ほどの観音山へ訪れ、天気のいい日を中心に昆虫調査を実施した。市街地に隣接し、

山林からは道路で分断されているものの、観音山では多数の昆虫類を観察できている。2025年には

帯広畜産大学の開澤氏によってヤスデ（Kopidoiulus longus）の新たな生息地として記録されてい

る（Hirakizawa & Yamauchi 2025）。   

本論文では2023年と2024年に様似町内で採集した昆虫の中から特に重要度の高い５種を紹介す

る。 

  

２２．． 採採集集結結果果  

①①  ヤヤママトトシシリリアアゲゲ  

これまでに北海道内では、3種のシリアゲムシが記録されている（鈴木 2015、中村 2019、中谷 

2022、中谷 2023）。1種目のエゾユキシリアゲは近年、北大雪の亜高山帯から発見された無翅の昆

虫であり、積雪期に雪上を歩く姿が確認されている（北海道レッドデータブック 2003、鈴木 2015、

中村 2019）。2種目のエゾシリアゲは元々、プライアシリアゲと呼ばれていたが、現在は関西以西

の個体群をプライアシリアゲ、東北～北海道に生息している個体群をエゾシリアゲとして区別して

いる（宮本・中村 2007、中村 2019）。全道で生息し、様似町内での生息も確認されている（図1C） 

ヤマトシリアゲに関しては、道内を分布に含まない文献も確認している（鈴木 2015、中村 2019）。

分布に北海道を含む場合は北海道南部との表記が見られる（鈴木・安藤 1987、大貝 2002）。近年の

記録では、2021 年と 2022 年に道東昆虫研究所の中谷氏によって標茶町シラルトロ湖東岸（温泉の

湧出する場所も多数存在）での多数の目撃と採集記録が報告されている（中谷 2022、中谷 2023）。 
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図2．様似町立幼児センターの取り組み. A）園内でのオオカマキリの飼育環境. B）2023 年秋のアポ

イ山麓ファミリーパークキャンプ場でのジオ学習の様子. C）2023 年の幼児センターの作品展. D）

園内で産卵した卵嚢. E）孵化した初齢幼虫. 
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る「アポイ岳の高山植物群」、日本で唯一アポイ岳周辺でのみ生息する国の天然記念物「ヒメチャマ

ダラセセリ」など特色ある豊かな自然に恵まれている（様似町 2024）。 

 潮見台にある観音山は、様似を一望できる展望台が山頂にあり、観光客や町民から人気のある公

園である(図2C)。晴れた日には様似漁港や親子岩、アポイ岳～ピンネシリを一望することができる。

山頂にはアイヌのチャシ（砦）があったとされており、アイヌの戦いの伝説も残されている（北海

道新聞社 2018）。公園内に 33 体の観世音の石像が安置されていることが名前の由来である。観音

山には春～秋にかけて様々な植物を観察することが可能で、カタクリなどの植物の観察地としても

有名な公園である（北海道新聞社 2018）。著者は様似町会所町の様似郷土館に勤務しており、昼休

みには車で5分ほどの観音山へ訪れ、天気のいい日を中心に昆虫調査を実施した。市街地に隣接し、

山林からは道路で分断されているものの、観音山では多数の昆虫類を観察できている。2025年には

帯広畜産大学の開澤氏によってヤスデ（Kopidoiulus longus）の新たな生息地として記録されてい

る（Hirakizawa & Yamauchi 2025）。   

本論文では2023年と2024年に様似町内で採集した昆虫の中から特に重要度の高い５種を紹介す

る。 

  

２２．． 採採集集結結果果  

①①  ヤヤママトトシシリリアアゲゲ  

これまでに北海道内では、3種のシリアゲムシが記録されている（鈴木 2015、中村 2019、中谷 

2022、中谷 2023）。1種目のエゾユキシリアゲは近年、北大雪の亜高山帯から発見された無翅の昆

虫であり、積雪期に雪上を歩く姿が確認されている（北海道レッドデータブック 2003、鈴木 2015、

中村 2019）。2種目のエゾシリアゲは元々、プライアシリアゲと呼ばれていたが、現在は関西以西

の個体群をプライアシリアゲ、東北～北海道に生息している個体群をエゾシリアゲとして区別して

いる（宮本・中村 2007、中村 2019）。全道で生息し、様似町内での生息も確認されている（図1C） 

ヤマトシリアゲに関しては、道内を分布に含まない文献も確認している（鈴木 2015、中村 2019）。

分布に北海道を含む場合は北海道南部との表記が見られる（鈴木・安藤 1987、大貝 2002）。近年の

記録では、2021 年と 2022 年に道東昆虫研究所の中谷氏によって標茶町シラルトロ湖東岸（温泉の

湧出する場所も多数存在）での多数の目撃と採集記録が報告されている（中谷 2022、中谷 2023）。 
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１１．． ははじじめめにに  

 様似町は太平洋に面しているため、海洋性気候で夏は涼しく、冬は雪が少なく、北海道内でも温

暖な地域とされている（様似町 2024）。町全体がアポイ岳ユネスコ世界ジオパークに認定されてい

る（北海道新聞社 2018）。上部マントルの高温・高圧下でできた鉱物の化学組成や組織パターンが

良好な状態で保存された「幌満かんらん岩」、約 80 種の高山植物が生育し 20 種近くが固有種であ

る「アポイ岳の高山植物群」、日本で唯一アポイ岳周辺でのみ生息する国の天然記念物「ヒメチャマ

ダラセセリ」など特色ある豊かな自然に恵まれている（様似町 2024）。 

 潮見台にある観音山は、様似を一望できる展望台が山頂にあり、観光客や町民から人気のある公

園である(図2C)。晴れた日には様似漁港や親子岩、アポイ岳～ピンネシリを一望することができる。

山頂にはアイヌのチャシ（砦）があったとされており、アイヌの戦いの伝説も残されている（北海

道新聞社 2018）。公園内に 33 体の観世音の石像が安置されていることが名前の由来である。観音

山には春～秋にかけて様々な植物を観察することが可能で、カタクリなどの植物の観察地としても

有名な公園である（北海道新聞社 2018）。著者は様似町会所町の様似郷土館に勤務しており、昼休

みには車で5分ほどの観音山へ訪れ、天気のいい日を中心に昆虫調査を実施した。市街地に隣接し、

山林からは道路で分断されているものの、観音山では多数の昆虫類を観察できている。2025年には

帯広畜産大学の開澤氏によってヤスデ（Kopidoiulus longus）の新たな生息地として記録されてい

る（Hirakizawa & Yamauchi 2025）。   

本論文では2023年と2024年に様似町内で採集した昆虫の中から特に重要度の高い５種を紹介す

る。 

  

２２．． 採採集集結結果果  

①①  ヤヤママトトシシリリアアゲゲ  

これまでに北海道内では、3種のシリアゲムシが記録されている（鈴木 2015、中村 2019、中谷 

2022、中谷 2023）。1種目のエゾユキシリアゲは近年、北大雪の亜高山帯から発見された無翅の昆

虫であり、積雪期に雪上を歩く姿が確認されている（北海道レッドデータブック 2003、鈴木 2015、

中村 2019）。2種目のエゾシリアゲは元々、プライアシリアゲと呼ばれていたが、現在は関西以西

の個体群をプライアシリアゲ、東北～北海道に生息している個体群をエゾシリアゲとして区別して

いる（宮本・中村 2007、中村 2019）。全道で生息し、様似町内での生息も確認されている（図1C） 

ヤマトシリアゲに関しては、道内を分布に含まない文献も確認している（鈴木 2015、中村 2019）。

分布に北海道を含む場合は北海道南部との表記が見られる（鈴木・安藤 1987、大貝 2002）。近年の

記録では、2021 年と 2022 年に道東昆虫研究所の中谷氏によって標茶町シラルトロ湖東岸（温泉の

湧出する場所も多数存在）での多数の目撃と採集記録が報告されている（中谷 2022、中谷 2023）。 
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標茶町では7～9月の年1化であり、現在までに塘路湖でも目撃されている（中谷 2023）。 

 2023年 5月26日に観音山の歩行路脇の草本上から本種のオス1個体を初採集した。その後、同

地で7月7日にオス2個体を採集している。7月8日には内陸にある様似町新富の様似ダム横の林

道から飛翔中のオス・メス計2個体を採集した。2024年6月19日には観音山でメス1個体、オス

2 個体を採集している。様似町内の市街地～山地まで広く分布している可能性が高く、町外での生

息も期待できる。採集環境は草木で覆われた湿った林道沿いであり、周辺の開けた環境下では確認

できなかった。本州には本種とよく似た形態的特徴を示すハラビロシリアゲなどがいるため、雄交

尾器のパラメアの形状から採集個体の種同定を行った（中村 2019）。 

本報告がヤマトシリアゲの日高初記録であり、道内の分布を考える上で重要な記録となる。記録

のある採集地が道南、様似、標茶町（温泉地近く）となっており、冬に比較的温暖な環境下での生

息に限定されている。本州由来の本種が、北海道の厳しい冬を越冬できず、寒さや積雪量が障壁と

なって局地的な分布状況が形成したと推察される。40年以上道東で採集を継続してきた釧路市の中

谷氏は2021年に初めて確認しており、近年になって分布域を拡大している可能性がある。今後、道

内の温泉地周辺や日高山脈西部海岸地域を調べることで、追加産地も期待できる。 

  

②②  セセアアカカチチョョッッキキリリ  

セアカチョッキリは北海道、本州、四国、九州、韓国、極東ロシアに分布し、個体数の少ない種

である（森本 2007、堀・名越2017）。原色日本甲虫図鑑（IV）には道内の分布は記載されておらず、

2017年に道内で初めて報告された（堀・名越2017）。札幌市と函館市から計10個体が採集され、個

体数が少ないと記述されている（堀・名越2017）。「札幌の昆虫」や近年発売された「オトシブミ ハ

ンドブック」にも本種は掲載されていない（木野田 2006、安田・沢田 2009）。道内での産地は局地

的で個体数の少ない種である。 

2023年8月2日に観音山公園の山頂で2個体のセアカチョキリをスウィーピングにて採集した。

昼休み中の12：40頃の採集である。1個体目を採集後、周辺から追加で1個体を採集したが、その

後の追加個体は得られなかった。後日、2 度採集を試みたが 2023 年の追加個体は得られていない。

2024年8月10日に観音山山頂の1本のワタゲカマツカから29個体を採集した（図1D）。採集個体

は全て様似郷土館に収蔵している。ワタゲカマツカは本種の食草である可能性が高く、実には食痕

が残されていた（図 1F）。カマツカの葉の裏や実に乗った個体が多数観察され、個体数は非常に多

かった（図 1E）。道内での本種の分布記録に関しては、採集例の少なさから不明な点が多いが、本

報告が日高初記録となる。道内では、カマツカを重点的に探すことで本種の追加産地が期待できる。 

    

③③  ハハララビビロロミミズズアアブブ  

 ハラビロミズアブはアリの巣の中で暮らす「好蟻性昆虫（こうぎせいこんちゅう）」として知られ

ている。全国的にも記録が少なく、特殊な生態をもっている。幼虫はクロクサアリやクサアリモド

キに寄生し、３～４年で成虫になる。成虫は 5 月～7 月に出現し、山頂部に集まる習性（ヒルトッ

ピング）がある（京都府2002、木野田 2006、伊藤・春沢2008、吉田・八木2012）。 

2023年7月7日、観音山公園山頂のカシワの大木（御神木）の対面にある木の洞に多数のクロク

サアリの羽アリが集まっていた（図 2A）。アリを観察していた所、本種がアリの巣周辺を飛び回っ

ており、捕虫網にて採集した。本種の胸部背面には左右に1対と腹部方向に二又の目立つトゲを具

えている（図2B）。「札幌の昆虫」では少なく、産地が限られる種として掲載されており、全国的に
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も記録が少ない種である（木野田 2006、京都府レッドデータブック 2015）。10年以上道内で昆虫

採集をした著者は初採集であった。本種の発見は観音山の豊かな自然を示す一つの指標といえる。 

 

④④  アアカカギギカカメメムムシシ  

 アカギカメムシは本州、四国、九州、南西諸島に生息する、南方系のカメムシである(堀・野村

2021、槐 2024)。道内では2018年に木古内町で初確認された（堀 2018）。2020年には道内で多数

の漂着個体や飛来個体が渡島半島の沿岸付近を中心に確認された（堀・野村2021）。 

 2024年 9月11日に様似町役場2階の中央公民館への渡り廊下で田村裕之が発見し、榎本尊が採

集した（図 2E）。採集個体は左前脚が欠損していたが、活発な個体であった。採集場所が 2 階建物

内部であり、当日は窓が開放されていたことから、飛来個体と思われる。前胸背側角は尖らず、円

形に張り出した個体であった。 

アカギカメムシは道南沿岸部を中心に記録されていたが、日高地方では本報告が初記録となる（堀

2021）。2024 年には浦幌町でも記録されており、道内で確認された地域も増えている（十勝毎日新

聞 2024、浦幌町立博物館 2024）。気温が低く、本種の食草であるアカメガシワやオオバギが生育し

ていない北海道では定着の可能性は低いと思われる。採集個体は本州からの飛来個体である可能性

が高い。今後は毎年9月頃に海岸漂着個体の確認調査を実施し、飛来・漂着個体の状況を記録する。 

  

⑤⑤  ツツヤヤアアオオカカメメムムシシ  

 ツヤアオカメムシは本州、四国、九州、南西諸島に生息する（槐 2024）。カキやミカンなどの果

樹を食害する農業害虫として知られている（安永ら 2018）。近年、道南を中心にライトに飛来する

本種が確認されているが、公式な採集記録は少ないようである。 

 2024 年 10月 25日 9時15分に様似町中央公民館の正面玄関壁面で採集した（図2D）。前胸背側

縁に黒色の縁取りがなく、腹部腹面の基部中央がトゲ状に突出することから本種と同定した。採集

個体は様似郷土館に収蔵している。本種は走光性が強く、夜間の光源に集まる習性が知られている

（安永ら 2018）。様似町中央公民館には夜間に光る街灯が設置されており、光源に集まった個体が

居残った可能性が高い。2023年にはオニクワガタ、2024年にはシロスジコガネを公民館前の街灯で

採集している。様似町では1個体のみの発見であるが、今後は飛来個体の定期調査を実施して生息

状況を把握する。 

  

 

３３．． 考考察察  

日高山脈南西部海岸地域（苫小牧市～えりも町）は積雪量が少なく、冬も道内において温かい気

候となっている（様似町 2024）。本州から飛来した種が北海道内に定着する際には、冬期の低温に

対する耐寒性や積雪を耐えて越冬可能か否かが焦点となる（朝比奈 1991、青山ら 2013、紺野・杉

浦 2023）。本州から地理的に近い道南（函館市や松前町など）で早期に定着することが予想され、

生息地を広げる過程で冬が比較的温暖な日高地方に定着する可能性も高い。南方系のアカギカメム

シのように定着の可能性が低い種もいるが、ヤマトシリアゲのように本州由来で定着したと推察さ

れる種もいる。温暖化に伴い、本州産の昆虫が北海道へ分布を拡大する中で、日高地方の昆虫相は

重要な指標となる。 

日高地方では各町に博物館が開館し、学芸員が配置されている。しかし、現在までに昆虫を専門
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標茶町では7～9月の年1化であり、現在までに塘路湖でも目撃されている（中谷 2023）。 

 2023年 5月26日に観音山の歩行路脇の草本上から本種のオス1個体を初採集した。その後、同

地で7月7日にオス2個体を採集している。7月8日には内陸にある様似町新富の様似ダム横の林

道から飛翔中のオス・メス計2個体を採集した。2024年6月19日には観音山でメス1個体、オス

2 個体を採集している。様似町内の市街地～山地まで広く分布している可能性が高く、町外での生

息も期待できる。採集環境は草木で覆われた湿った林道沿いであり、周辺の開けた環境下では確認

できなかった。本州には本種とよく似た形態的特徴を示すハラビロシリアゲなどがいるため、雄交

尾器のパラメアの形状から採集個体の種同定を行った（中村 2019）。 

本報告がヤマトシリアゲの日高初記録であり、道内の分布を考える上で重要な記録となる。記録

のある採集地が道南、様似、標茶町（温泉地近く）となっており、冬に比較的温暖な環境下での生

息に限定されている。本州由来の本種が、北海道の厳しい冬を越冬できず、寒さや積雪量が障壁と

なって局地的な分布状況が形成したと推察される。40年以上道東で採集を継続してきた釧路市の中

谷氏は2021年に初めて確認しており、近年になって分布域を拡大している可能性がある。今後、道

内の温泉地周辺や日高山脈西部海岸地域を調べることで、追加産地も期待できる。 

  

②②  セセアアカカチチョョッッキキリリ  

セアカチョッキリは北海道、本州、四国、九州、韓国、極東ロシアに分布し、個体数の少ない種

である（森本 2007、堀・名越2017）。原色日本甲虫図鑑（IV）には道内の分布は記載されておらず、

2017年に道内で初めて報告された（堀・名越2017）。札幌市と函館市から計10個体が採集され、個

体数が少ないと記述されている（堀・名越2017）。「札幌の昆虫」や近年発売された「オトシブミ ハ

ンドブック」にも本種は掲載されていない（木野田 2006、安田・沢田 2009）。道内での産地は局地

的で個体数の少ない種である。 

2023年8月2日に観音山公園の山頂で2個体のセアカチョキリをスウィーピングにて採集した。

昼休み中の12：40頃の採集である。1個体目を採集後、周辺から追加で1個体を採集したが、その

後の追加個体は得られなかった。後日、2 度採集を試みたが 2023 年の追加個体は得られていない。

2024年8月10日に観音山山頂の1本のワタゲカマツカから29個体を採集した（図1D）。採集個体

は全て様似郷土館に収蔵している。ワタゲカマツカは本種の食草である可能性が高く、実には食痕

が残されていた（図 1F）。カマツカの葉の裏や実に乗った個体が多数観察され、個体数は非常に多

かった（図 1E）。道内での本種の分布記録に関しては、採集例の少なさから不明な点が多いが、本

報告が日高初記録となる。道内では、カマツカを重点的に探すことで本種の追加産地が期待できる。 

    

③③  ハハララビビロロミミズズアアブブ  

 ハラビロミズアブはアリの巣の中で暮らす「好蟻性昆虫（こうぎせいこんちゅう）」として知られ

ている。全国的にも記録が少なく、特殊な生態をもっている。幼虫はクロクサアリやクサアリモド

キに寄生し、３～４年で成虫になる。成虫は 5 月～7 月に出現し、山頂部に集まる習性（ヒルトッ

ピング）がある（京都府2002、木野田 2006、伊藤・春沢2008、吉田・八木2012）。 

2023年7月7日、観音山公園山頂のカシワの大木（御神木）の対面にある木の洞に多数のクロク

サアリの羽アリが集まっていた（図 2A）。アリを観察していた所、本種がアリの巣周辺を飛び回っ

ており、捕虫網にて採集した。本種の胸部背面には左右に1対と腹部方向に二又の目立つトゲを具

えている（図2B）。「札幌の昆虫」では少なく、産地が限られる種として掲載されており、全国的に
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も記録が少ない種である（木野田 2006、京都府レッドデータブック 2015）。10年以上道内で昆虫

採集をした著者は初採集であった。本種の発見は観音山の豊かな自然を示す一つの指標といえる。 

 

④④  アアカカギギカカメメムムシシ  

 アカギカメムシは本州、四国、九州、南西諸島に生息する、南方系のカメムシである(堀・野村

2021、槐 2024)。道内では2018年に木古内町で初確認された（堀 2018）。2020年には道内で多数

の漂着個体や飛来個体が渡島半島の沿岸付近を中心に確認された（堀・野村2021）。 

 2024年 9月11日に様似町役場2階の中央公民館への渡り廊下で田村裕之が発見し、榎本尊が採

集した（図 2E）。採集個体は左前脚が欠損していたが、活発な個体であった。採集場所が 2 階建物

内部であり、当日は窓が開放されていたことから、飛来個体と思われる。前胸背側角は尖らず、円

形に張り出した個体であった。 

アカギカメムシは道南沿岸部を中心に記録されていたが、日高地方では本報告が初記録となる（堀

2021）。2024 年には浦幌町でも記録されており、道内で確認された地域も増えている（十勝毎日新

聞 2024、浦幌町立博物館 2024）。気温が低く、本種の食草であるアカメガシワやオオバギが生育し

ていない北海道では定着の可能性は低いと思われる。採集個体は本州からの飛来個体である可能性

が高い。今後は毎年9月頃に海岸漂着個体の確認調査を実施し、飛来・漂着個体の状況を記録する。 

  

⑤⑤  ツツヤヤアアオオカカメメムムシシ  

 ツヤアオカメムシは本州、四国、九州、南西諸島に生息する（槐 2024）。カキやミカンなどの果

樹を食害する農業害虫として知られている（安永ら 2018）。近年、道南を中心にライトに飛来する

本種が確認されているが、公式な採集記録は少ないようである。 

 2024 年 10月 25日 9時15分に様似町中央公民館の正面玄関壁面で採集した（図2D）。前胸背側

縁に黒色の縁取りがなく、腹部腹面の基部中央がトゲ状に突出することから本種と同定した。採集

個体は様似郷土館に収蔵している。本種は走光性が強く、夜間の光源に集まる習性が知られている

（安永ら 2018）。様似町中央公民館には夜間に光る街灯が設置されており、光源に集まった個体が

居残った可能性が高い。2023年にはオニクワガタ、2024年にはシロスジコガネを公民館前の街灯で

採集している。様似町では1個体のみの発見であるが、今後は飛来個体の定期調査を実施して生息

状況を把握する。 

  

 

３３．． 考考察察  

日高山脈南西部海岸地域（苫小牧市～えりも町）は積雪量が少なく、冬も道内において温かい気

候となっている（様似町 2024）。本州から飛来した種が北海道内に定着する際には、冬期の低温に

対する耐寒性や積雪を耐えて越冬可能か否かが焦点となる（朝比奈 1991、青山ら 2013、紺野・杉

浦 2023）。本州から地理的に近い道南（函館市や松前町など）で早期に定着することが予想され、

生息地を広げる過程で冬が比較的温暖な日高地方に定着する可能性も高い。南方系のアカギカメム

シのように定着の可能性が低い種もいるが、ヤマトシリアゲのように本州由来で定着したと推察さ

れる種もいる。温暖化に伴い、本州産の昆虫が北海道へ分布を拡大する中で、日高地方の昆虫相は

重要な指標となる。 

日高地方では各町に博物館が開館し、学芸員が配置されている。しかし、現在までに昆虫を専門
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とする学芸員が不在であり、様似郷土館では2023年4月時点での昆虫標本の収蔵は皆無であった。

普通種を含む地域の昆虫相が未解明な状況は、日高地方に大学や研究機関がなく、帯広や苫小牧市

からも車で約2時間の距離であるため、本格的な昆虫調査が他地域に比べて実施されていなかった

と思われる。一方で、アポイ岳や幌満峡には毎年、道内外から多くの研究者が調査に訪れている。

本論文で成果を示したとおり、2023 年と2024 年の2年間で日高初記録の昆虫や道内でも局地的で

少ない種を多数発見できた。海岸部や低地部などでの昆虫調査を継続的に実施し、日高地方の豊か

な自然を記録していきたい。 

 調査を実施した観音山では過去に、無許可でピットフォールトラップ（地表徘徊性昆虫を採集す

るための落とし穴トラップ）が100個単位で仕掛けられ、植物が踏み荒らされる被害があった。観

音山では町内でも希少な植物も生息しており、植生調査が定期的に実施されている。その後、様似

町商工観光課によって、無許可でのトラップ設置を禁止する注意喚起の看板が入口駐車場と山頂駐

車場に設置された。本地域でのトラップを使用した調査時には担当部署（様似町商工観光課）への

許可取りの上での調査活動をお願いしたい。 
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とする学芸員が不在であり、様似郷土館では2023年4月時点での昆虫標本の収蔵は皆無であった。

普通種を含む地域の昆虫相が未解明な状況は、日高地方に大学や研究機関がなく、帯広や苫小牧市

からも車で約2時間の距離であるため、本格的な昆虫調査が他地域に比べて実施されていなかった

と思われる。一方で、アポイ岳や幌満峡には毎年、道内外から多くの研究者が調査に訪れている。

本論文で成果を示したとおり、2023 年と2024 年の2年間で日高初記録の昆虫や道内でも局地的で

少ない種を多数発見できた。海岸部や低地部などでの昆虫調査を継続的に実施し、日高地方の豊か

な自然を記録していきたい。 

 調査を実施した観音山では過去に、無許可でピットフォールトラップ（地表徘徊性昆虫を採集す

るための落とし穴トラップ）が100個単位で仕掛けられ、植物が踏み荒らされる被害があった。観

音山では町内でも希少な植物も生息しており、植生調査が定期的に実施されている。その後、様似

町商工観光課によって、無許可でのトラップ設置を禁止する注意喚起の看板が入口駐車場と山頂駐

車場に設置された。本地域でのトラップを使用した調査時には担当部署（様似町商工観光課）への

許可取りの上での調査活動をお願いしたい。 
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図１．様似町の昆虫１. A, B）ヤマトシリアゲムシ. C）エゾシリアゲムシ（2024年、アポイ岳に

て河野潤により採集。様似郷土館収蔵標本）. D) 一度のスウィープで4個体を採集した様子. E) 

ワタゲカマツカの葉の裏に隠れるセアカチョッキリ. F）ワタゲカマツカの実を食すセアカチョ

ッキリ。写真の一番右の実には食痕が残されている. 
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図2．様似町の昆虫２. A）観音山山頂で見つけたクロクサアリの集団. B）ハラビロミズアブ（棒

は10㎜を示す）. C）観音山. D）ツヤアオカメムシ. E）アカスジカメムシ. 
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図１．様似町の昆虫１. A, B）ヤマトシリアゲムシ. C）エゾシリアゲムシ（2024年、アポイ岳に

て河野潤により採集。様似郷土館収蔵標本）. D) 一度のスウィープで4個体を採集した様子. E) 

ワタゲカマツカの葉の裏に隠れるセアカチョッキリ. F）ワタゲカマツカの実を食すセアカチョ

ッキリ。写真の一番右の実には食痕が残されている. 
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図2．様似町の昆虫２. A）観音山山頂で見つけたクロクサアリの集団. B）ハラビロミズアブ（棒

は10㎜を示す）. C）観音山. D）ツヤアオカメムシ. E）アカスジカメムシ. 
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様似町アポイ岳とその周辺の蝶類 

（Butterfly fauna of Mt.Apoi and its around area in Samani-cho, Hokkaido） 
  

渡辺 康之１・河野 潤２・永盛 俊行２ 
（Watanabe Yasuyuki１，Kono Jun２，Nagamori Toshiyuki２） 

 

ははじじめめにに  

北海道様似郡様似町には日高山脈南端付近に位置するアポイ岳（標高 810.2m）、稜線続きの吉田岳

（標高 825.1m）とピンネシリ（標高 958.2m）、さらに幌満川を挟んで東側にある幌満岳（通称ボウ

ズ山：標高 685.4m）などカンラン岩質で構成されるアポイ山塊がある。超塩基性の土壌のため特異

な高山植物が豊富なので、群落地が国の特別天然記念物に指定されている。また、町内の最高標高地

点は日高山脈の楽古岳（浦河町・広尾町：標高 1472.4m）から南南東方向へ約 1.4km の稜線上に位

置するピーク（標高 1365m）とみられるが、登山道がないためアプローチができない。 
1973年 5月27日には北海道大学昆虫研究会会員の鈴木茂氏によりセセリチョウ科ヒメチャマダラ

セセリが発見され、筆者らを含む昆虫研究会のメンバーが翌年からその生活史の解明の他に、アポイ

岳とその周辺地域の昆虫類の調査を行ってきた。その結果は会誌『蝦夷白蝶 5(1)』や単行本『北海道

の高山蝶 ヒメチャマダラセセリ』にまとめられている。この中において、前者の報文「アポイ岳の蝶

とオサムシ」では 55 種、後者の「アポイ岳の蝶」で 66 種類の蝶類が報告されている（北大昆虫研究

会 1974, 1975）8),9)。 
ところが 2000 年ごろより地球温暖化の影響によりハイマツやキタゴヨウなどが成長して棲息地の

お花畑が減少し、ヒメチャマダラセセリも数が激減し絶滅が危惧されるようになった。2011 年からは

日本チョウ類保全協会により本種の調査と保護事業が行われ、筆者らも協力して現在に至っている。 
これらの作業と並行して、アポイ岳周辺だけでなく様似町全体の昆虫相を詳しく再調査したいと考

え、2023 年度より文化庁のアポイ岳高山植物群落・特別天然記念物の現状変更と日高振興局の日高山

脈襟裳国定公園・特別保護地区の動物採取の許可と入林承認を得て調査を行った。とくに河野は 2023
年 4 月下旬から 11 月まで様似町に長期滞在し、町内の各地を回って調査をしている。 
なお、データには 2024 年以前の撮影・観察を含め、文献上の記録も併記している。採集者や観察・

撮影者名がないものは、渡辺による記録である。 
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